
  

   

三
島
地
区
敬
老
行
事
が
、
九
月
九
日
（
火
）
に

三
島
小
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

今
年
の
招
待
者
は
五
百
二
十
七
人
、
出
席
者
は

二
百
二
十
四
人
。
今
年
め
で
た
く
米
寿
を
迎
え
ら

れ
た
方
々
は
十
六
人
。
出
席
さ
れ
た
九
人
の
皆
様

に
甲
岡
町
長
が
、
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
ら
れ
ま

し
た
。 

 

ま
た
、
小
学
校
一
年
生
の
古
用
涼
君
（
川
上
）

と
、
六
年
生
の
三
田
華
穂
さ
ん
（
川
上
）
の
作
文

朗
読
が
あ
り
、
会
場
は
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
雰
囲
気

に
包
ま
れ
ま
し
た
。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 

 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 

 

    

各
部
落
の
選
手
は
、
約
一
か
月
間
に
わ
た
り
、

老
人
ク
ラ
ブ
「
ク
ロ
ッ
ケ
ー
部
」
の
皆
さ
ん
の
厳

し
い
指
導
に
耐
え
、
時
に
は
ス
イ
カ
を
ほ
う
ば
り

な
が
ら
大
会
に
向
け
練
習
を
行
い
ま
し
た
。 

 

二
十
八
日
当
日
は
、
総
当
た
り
の
試
合
が
行
わ

れ
、
練
習
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
ま
し
た
。
上

位
決
定
戦
で
は
、
「
ペ
グ
当
て
（
サ
ッ
カ
ー
の
Ｐ

Ｋ
戦
に
相
当
）
」
が
行
わ
れ
、
緊
張
感
漂
う
場
面

も
あ
り
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

    

 

  
 

   

 

愛
媛
県
ス
ロ
ー
ガ
ン 

小
さ
く
て
も
大
き
な
安
全
反
射
材 

   

運
動
の
基
本 

●
子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
） 

運
動
の
重
点 

●
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
走
行
中
・
自
転

車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止 

●
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底 

●
飲
酒
運
転
の
根
絶 

           

三
島
公
民
館
だ
よ
り 
平成 2６年 

9月 
№11９ 

敬
老
行
事
盛
大
に
行
わ
れ
る 

平成２６年 7 月末現在の交通死亡

事故死者数に占める高齢死者数 

みんなで目指そう 交通死亡事故防止 

―アンダー５０― 

 

夏

休

み

部

落

対

抗 
 
 
 
 
 
 

子
供
ク
ロ
ッ
ケ
ー
大
会
が
開
催
さ
れ
る 

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動 

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動 

九
月
二
十
一
日
か
ら
三
十
日
ま
で 

 

 

 

（ ）は前年同期比 

死者数   ３７人(±０) 

うち高齢者 １７人（－６） 

構成率   ４５．９％ 

優勝  延川スリーファイターズ 

準優勝 下大野Ｂ 

3位  下大野Ａ 



ピ
ッ
ツ
ア
特
集 

 

ピ
ザ
窯
つ
く
っ
た
ど
お
ー 

 

今
秋
の
サ
プ
ラ
イ
ズ 

 タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
ま
せ
ん
か
？
「
安
森
ふ
る
さ
と
の
家
」
へ 

 

三
島
自
治
会
、
地
域
も
り
あ
げ
隊
（
仮
称
）
に
よ
り
、
安
森
ふ
る
さ
と
の
家
の
隣
に
、
ピ
ザ

釜
を
作
成
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
夏
祭
り
も
、
川
上
り
も
な
か
っ
た
こ
の
夏
、
静
か
に
過
ご

さ
れ
た
三
島
の
皆
様
に
、
今
年
の
秋
は
是
非
使
用
し
て
い
た
だ
き
た
く
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
ピ
ザ
窯
の
傍
に
は
焼
肉
、バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
が
で
き
る
囲
炉
裏
も
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。 

ち
ょ
こ
っ
と
時
間
を
作
っ
て
、
自
作
の
ピ
ッ
ツ
ア
と
、
秋
の
空
気
の
お
い
し
い
安
森
に
、
お

友
達
、
女
子
会
で
、
ぜ
ひ
お
立
ち
よ
り
下
さ
い
。 

       

 

      

 

     

      
  

 

三
島
の
ピ
ザ
窯 

ご
紹
介 

そ
の
１ 

     

 

   

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン 

安
森
ふ
る
さ
と
の
家
・
・
三
島
公
民
館
よ
り
約
４
ｋ
ｍ 

ピ
ザ
窯
使
用
料 

高
校
生
以
下
の
使
用
者
は
無
料 

（
両
親
な
ど
同
伴
で
も
結
構
で
す
） 

そ
の
他
の
場
合 

１
０
０
０
円 

 
 

薪
使
用
料 

５
０
０
円
（
持
ち
込
み
の
場
合
は
無
料
） 

受 

付 

三
島
公
民
館 

電
話 

４
８ 

０
１
１
１ 

又
は 

安
森
ふ
る
さ
と
の
家
受
付
窓
口 

程
内
覺
さ
ん
ま
で 

電
話 

４
８ 

０
１
３
６
（
三
島
石
油
店
） 

そ
の
他 

 

食
材
、
食
器
等
は
、
各
自
準
備
願
い
ま
す
。 

講
師
等
必
要
な
場
合
は
申
請
時
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。 

 

Ｓ氏宅ピザ窯！！ 

かっちりとして、おいしいピザが出来そうです。 

御主人曰く、「奥様孝行」だそうです。 

長年の左官歴と二人の阿吽の呼吸で、いとも簡単に煉瓦を

積み上げ、数日間で仕上げて頂きました。 

松本哲さん、田中通正さんありがとうございました。 

かっちりとして、おいしいピザが出来そうです。 

御主人曰く、「奥様孝行」だそうです。 



    

 

               
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

     

     

 

             

 

    

(作り方) 

１ 牛乳３０ｃｃにドライイーストを入れて混ぜておく。 

２ 強力粉に塩、砂糖を加え混ぜ入れ、ボールにふるい入れる。 

３ ふるった２の中央をくぼませて、１のイーストを入れる。 

４ ３が混ぜ終わったらボールの下にぬれ布巾を敷いて手でこねる。 

５ ある程度纏まったらボールから出し、滑らかになるまでよく捏ね

る。 

６ 表面がもちのようになめらかになったら丸くまとめる。 

７ ６を２，３等分し、ポリ袋に入れ、空気を入れて口を縛る。 

８ ３０分くらいおき、２倍量にふくらむまでおく。指で押して跡が

つくくらいまでふくらませる。 

９ 台の上に打ち粉をふり、手で丸く広げる。 

10 トマトソース（ケチャップに塩、コショーでも良い）をぬり、 

  お好みのトッピングをし、焼く。    松本○ひ  

「イタリアで生まれ、世界中で愛されているピザ」 

とりあえず  

ピッツアの生地の作り方（レシピ） （２０㎝ピザ３枚分） 

(材料) 

強力粉 ２８０ｇ  砂糖大１ 塩小１ バター １５ｇ 水 １５０ｃｃ  

牛乳 ３０ｃｃ ドライイースト ２．８ｇ 

 

その２ 

Ｍ氏宅ピザ釜！！ 

2 重構造で、大きな地震がきても、これだけはしっ

かりしてそう！！。右隣は燻製器だそうです。今回

のピザ窯作成には、詳細なところまでお世話になり

ました。、ありがとうございました。 

その３  Ｆ氏宅ピザ釜！！ 

土台が石でついてあり、ドッカとあぐらをかいて、

どっしりしています。まさに作成者の性格が出て

います。おまけに屋根付き！！いつまでも大切に

しようという気持ちが伝わりました。 

その４ Ｄ氏宅ピザ釜！！ 

一戸個建て屋根付きピザハウス！！かわいらし

く出来ており、傍には3５0度図れる温度計に、

ピールも付いていました。奥には縁起のいい槐

の木が飾られていました。 

いましたられていました。 
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下
の
使
用
者
は
無
料 

（
両
親
な
ど
同
伴
で
も
結
構
で
す
） 

そ
の
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場
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１
０
０
０
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薪
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用
料
５
０
０
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受
付
は
、
三
島
公
民
館 

電
話 

４
８ 

０
１
１
１ 

又
は
、
安
森
ふ
る
さ
と
の
家
受
付
窓
口 

程
内
覺
さ
ん
ま
で 



行 事 予 定 

－ 10月 － 

3日（金）戸祇の子学級 

クロッケー& 

       いも炊き 

 

13日（月）体育の日 

 

19日（日）三島地区球技大会 

      8：30～ 

  

26日（日）三島地区秋祭り 

 

－ 11月 －  

2日（月）戸祇山登山 

       8：50～ 

 

   3 日（月）文化の日 

 

未定      体協会長杯 

レクバレー大会 

     8：30～ 

          

  23日（日）勤労感謝の日 

 

農民祭・総合文化祭 

       8：30～ 

 

 

祝・祭日には国旗を 

立てましょう。 

 

 
発 行 者 

鬼北町小松 1523 

三 島 公 民 館 
電話：48-0111 
FAX：48-0303 

 
公民館だよりは、下記のアド
レスにアクセスすれば、カラ
ーでご覧になれます。 

 
鬼北町ホームページ 

アドレス http//www.town. 
    kihoku. ehime.jp/ 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 

 我
が
愛
し
の
三
島 

 
時
の
流
れ
を
感
じ
た
故
郷

ふ

る

さ

と 
   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
当
時
は
、
仲
間
も
多

く
、
小
学
校
四
年
生
ま

で
川
上
分
校
で
、
五
年

生
か
ら
本
校
へ
、
通
学

し
ま
し
た
。 

そ
の
頃
は
、
広
見
川
も
清
く
、
ウ
ナ
ギ
や
ド
ン
コ
と

り
、
夏
は
一
日
中
川
で
泳
い
だ
も
の
で
し
た
。
秋
に
は

山
芋
も
沢
山
と
っ
た
も
の
で
し
た
。 

高
校
を
卒
業
し
た
昭
和
四
十
四
年
に
、
埼
玉
県

で
警
察
官
と
し
て
就
職
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
、

職
場
の
仲
間
、
そ
し
て
妻
に
も
助
け
ら
れ
、
四
十
一 

年
間
大
過
な
く
努
め
、
定
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

私
は
、
常
日
頃
か
ら
両
親
の
面
倒
を
み
る
の
は
長 

男
の
役
目
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
定
年
後
は
故
郷
へ 

帰
ろ
う
と
決
め
て
い
た
矢
先
、
妻
が
体
調
を
崩
し
ま 

し
た
。
こ
の
事
も
あ
り
、
平
成
二
十
三
年
八
月
に
帰 

っ
て
き
ま
し
た
。 

 

勤
め
て
い
た
頃
、
時
折
帰
省
し
て
い
ま
し
た
が
、
い

ざ
住
み
始
め
る
と
少
子
高
齢
化
で
過
疎
地
に
な
っ
て

お
り
、
更
に
、
世
代
交
代
も
あ
り
、
驚
く
ば
か
り
で

し
た
。
今
で
は
野
地
組
に
組
入
り
し
、
農
事
係
、
会

計
係
と
組
の
た
め
に
精
を
出
し
て
い
ま
す
。
日
々
の

暮
ら
し
は
、
両
親
宅
へ
の
往
来
、
妻
と
一
時
間
余
り
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
そ
し
て
少
し
の
畑
に
見
様
見
真
似
で

家
庭
菜
園
を
楽
し
む
毎
日
で
す
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
こ
れ
か
ら
は
、
鬼
北
町
に
何
か
為
に
な
る
事
を
考

え
な
が
ら
、
日
々
の
生
活
も
充
実
し
て
い
こ
う
と
思

っ
て
い
ま
す
。 

 

ご
寄
附
の
お
礼 

三
島
自
治
会
・
三
島
公
民
館
主
催
事
業
へ
、 

次
の
方
か
ら
金
一
封
を
頂
き
ま
し
た
。 

 
 

心
か
ら
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

七
月 

二
十
五
日 

田
中 

敦
子
さ
ん
（
下
大
野
） 

八
月 

二
十
六
日 

松
浦 

優
一
さ
ん
（
小 

松
） 

 

  
部落名 

 
優 勝 

 
小松Ｂ 

 
準優勝 

  
川上Ｂ 

 
3 位 

 
川上Ａ 

 
4 位 

 
延川Ａ 

 
5 位 

 
下大野Ａ 

リ
レ
ー 

エ
ッ
セ
イ 

№5１ 

 

第第第 444 回回回 館館館 長長長 杯杯杯

ククク ロロロ ッッッ ケケケ ーーー 大大大 会会会 ののの 結結結 果果果   

元
埼
玉
県
警 

 

葛
川 

永
修
さ
ん 

（
川
上
） 
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